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要 旨

『ノーサ ンガー ・アペイ』 の副次的人物の うち、イザベラとジ ョン ・ソープ、テ ィル ニー大佐 とテ ィ

ルニー将軍は、主人公 のキ ャサ リンが初め て 「世 の中へ 出て行 く」際 に出会 う 「悪人」た ちであ る。

四人の うち、 イザペラとジ ョンは、流行語や誇張 した 言葉、身勝手 な行動か ら、キ ャサ リンもやがて

その利己的で浅薄な性格 を見抜 くようになる。だが、 テ ィルニ ー大佐 とティルニー将軍の場合は、エ

レガン トな弁 舌とマナーのおかげ で、キ ャサ リンは最後 まで、彼 らの性格 にイザペ ラと同 じ不誠実 と

金銭欲が潜んでいることに気 がっか なか った。

喜劇とい う枠組 みのなかで、 オース テ ィンが どの ように 「悪」 を描 き、 どのよ うに彼 らの 「悪」に

報いてい るかを、温 泉 リゾー ト都市であ るバース と由緒あ る 「土地」(ノ ーサ ンガー ・アベ イ)と の

関連で考えてみた。

はじめに

『ノー サ ン ガー ・ア ベ イ 』(NarthangerAbbey)は ジ ェイ ン ・オ ー ス テ ィ ン(JaneAusten)

の作 品 の 中 で も最 も喜 劇 的 な要 素 の 強 い作 品 で あ る。 オ ー ス テ ィ ンの 喜 劇 的 特 質 で あ る(1)

テ ンポ の 良 さ ・(2)確 か な現 実 認 識 に基 づ く的 確 で簡 潔 な(胸 の す く よ う な)描 写 ・(3)

楽 天 的 なハ ッピー ・エ ンデ ィ ン グ、 が 明 確 に表 れ た作 品 で あ る 。0にも か か わ らず 、 この 小 説 は

オ ー ス テ ィ ン の 作 品 の 中 で は 余 り 重 視 さ れ ず 、 思 春 期 の 習 作 的 な 作 品 群 と 『自負 と 偏 見 』

(P醐 θ認Prejudice)や 『理 性 と感 情 』(Senseσ 勿15飢s伽 傭y)と い う初 期 の 作 品 と の 間

の 中間 的 な も の と 見 な され る こ とが 多 い。 そ れ は こ の作 品 が 、 「無 邪 気 で 未 経 験 な若 い娘 が 世

の 中 に 出て い く」(innocentyounglady'sentranceintotheworld)と い う、 当時 お お い

に流 行 して い た セ ンテ ィメ ンタ ル な小 説(SentimentalNovels)の パ ロ デ ィ(parody)を 全

体 の枠 組 み と して い る こと に起 因 して い る。 また 、 同 じ く18世 紀 末 に 大 流 行 したゴ シ ック小 説

(GothicNovels)の パ ロデ ィも取 り入 れ られ て お り、 も し本 作 品 へ の 興 味 が こ う したパ ロ デ ィ
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としての面白さにのみかかってくるのであれば、喜劇としての笑いの質は軽いと言わねばなら

ないだろう。

オースティンの他の作品では、どれも本質的には同じ喜劇であるが、例えば 『マ ンスフィー

ル ド・パーク』(ル 伽 頭6屠Park)の ように重い雰囲気をもっていた り、 『エマ』(Emma)

のように人間の複雑で微妙な問題を扱っていることが明白で、作者の姿勢や作品のテーマに深

みが感 じられないという不満は少ないのである。また、軽快な持ち味の 『自負と偏見』に して

も、その笑いの中には既成の秩序をひっくりかえす破壊力が込められている。

では、 『ノーサンガー ・アベイ』にはそのようなテーマの重みも洗練された技術も、破壊的

な力もないのだろうか。流行小説のパロディであり、バースという流行の発信地を舞台に、そ

こに群がる人々の生態を描いた風俗喜劇風の小説なのだろうか。

本論は以上のような視点から、 『ノーサ ンガー ・アベイ』をその副次的人物(minorchar-

acters)を 中心に して読み直し、彼 らの 「悪」が どのように描かれているかということか らこ

の喜劇の道徳的側面にっいて考えてみようというものである。

1

オーステ ィンの道徳性と芸術性
一体に、オー一ステ ィンの作品が、 「喜劇」(oomedy)と いう一定の範囲に限定されている

にもかかわらず、高い評価を受けてきたのには、次のようなことが理由として考え られる。そ

れは(1)(良 くも悪くも)中 産階級の健全な道徳意識を貫いていること、さらに(2)喜 劇作

品としての客観性を最後まで保っていること、の2っ である。とくに、モラ」)ストで押 し通 し

たことが、彼女の作品がヴィク トリア朝の人々に好意的に迎えられ、その後も一般読者の支持

を得る最大の要因となったと言えるだろう。オースティンのモラルにっいては、シャーロット・

ブロンテ(CharlotteBronte)が オーステ ィンの 「お上品さ(生 まれの良さ)」(gentility)

に対する反感を述べて以来1)、多くの批評家がその体質を問題にしてきた。それは多くの場合、

どの程度階級的なものであったか、 どの程度保守派(ト ー リー)的 なものであったか、 どの程

度急進的(Jacobin)な ものであ ったかという具合に議論されてきた2)。また、近年はフ ェミ

ニズム意識の高まりとともに、興味深い指摘も次hと なされ、オースティンの伝記を残 した兄

ヘンリー ・オースティン(HenryAusten)や 甥のエ ドワー ド・オーステ ィン ・リー(Edward

Austen-Leigh)ら 男性の家族が中心となって作 り上げてきたオースティン像への見直 しが行

われているa)。これについて深入 りす る余裕はないが、ただ、オーステ ィンの小説には、当時

としては珍 しく、理性的に行動できる女性と、女性を対等な存在として認める男性とが描かれ

ているということだけは指摘 しておきたい。

また、オースティンの作品の芸術的完成度の高さにっいても、スコット(SuWalterScott)

を初め、当初か ら注 目を集めてきた。メアリ・ラセラス(MaryLasoelles)や ウォル トン ・

リッツ(A,WaltonLitz)ら 優れた批評家たちは特にこの点に注 目してきたのである・)。

以上、二つの傾向の他に、いまひとっ第三の傾向と して、歴史の流れの中でオースティンを

とらえようとする傾向が見られる。この流れは作品研究そのものよりも、む しろ伝記的な研究

や、時代の研究に力点をお くものであるs)。こう した傾向の研究書はますます増加する傾向に

あるが、オースティンの時代と社会が既に現代から遠くなり、特にアメリカの読者にとっても

理解 しにくくなったことが背景になっていると思われる。この傾向はややもすると、作品が資

料として使われるだけで終わ ってしまうという恐れがある。rノ ーサンガー ・アペイ』も作品
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そのものの意義よりも、摂政時代の風俗をよ く示 し、バースの雰囲気を正確に伝えているとい

うことで6)評価される傾向があるのは残念なことである。

rノ ーサ ン ガ0・ アベ イ』 の 問 題 点 と そ の 成 立

『ノ ーサ ン ガー ・ア ペ イ 』 は 発 表 され る まで に い くっ か の 困難 が あ った 。 チ ャ ップ マ ン(R.

W.Chapman)に よ る と7)、 これ は 始 め 、 『ス ー ザ ン』(5欝 伽)と い う題 名 で1798年 か ら1799

年 にか け て執 筆 され 、1803年 に は 出版 され るは ず で あ った が 、 結 局 、 出版 され な い ま ま に終 わ っ

た 。 そ の後 、 オ ー ス テ ィン は 兄 を通 じて1809年 に 原 稿 を 買 い 戻 す 交 渉 を し、 実 際 に原 稿 を 買 い

戻 し て い る8)。 現 在 の 『ノ ー サ ン ガ ー ・ア ベ イ 』 に は 冒 頭 に 「作 者 か ら の お 知 らせ 」

(AdvertisementbytheAuthoress)が っ け られ て い る が 、 そ の 中 で 作 者 は こ の 作 品 が1803

年 には 完 成 して お り、 そ れ か ら13年 の月 日が 流れ て しま った と の 断 わ り書 き を して い る。 以 上

の こ とか らす る と 「お 知 らせ 」 は1816年 に書 かれ 、 この時 に 女 主 人 公 の 名 も1803年 当時 の ス ー

ザ ン(Susan)か ら、現 在 の キ ャ サ リ ンに 改 め られ た と思 わ れ る。 オ ー ス テ ィ ンは1817年 の 手

紙 で も まだ ミス ・キ ャサ リ ンが 出版 され て い な い こ と に 言及 して い るが9)、 そ の年 の 七 月 に は

本人 が亡 くな って しま った の で 、 結 局 、 生 存 中 の 出版 は なか った わ け で あ る10)。

こ の よ う に 『ノー サ ンガ ー ・アペ イ』 は 執筆 開始 か ら出版 ま で に相 当 の年 月 が か が って い る 。

そ の 原 因 の ひ とつ と して 、 作 者 自身 が 作 品 に 必 ず しも満 足 して い な か った と い う憶 測 も可 能 だ

が 、 これ に は 賛成 で き な い 。 チ ャ ップマ ン も、 成 立 に紆 余 曲折 は あ った が 、 作 品 の 内 容 は 少 な

くと も1803年 の完 成 以 降 、 大 き な変 化 は な か った だ ろ う と述 べ て い る11)。問題 は 『自負 と偏 見 』

と 同 じで 、熟 年 期 の作 家 の 目か ら見 て 、 若 さ あ ふ れ る こ の作 品 が 「軽 す ぎ 、 気 が 利 い て い て 、

き らき ら しす ぎ て い る(toolight,・andbright,andsparkling)よ う に思 え た の で は な か っ

たか と い う こ とで あ る皿}。

次 に作 品 の構 成 上 の 問題 で あ る。 オ ー ス テ ィ ンの 作 品 は 通 常 、三 部 か らな る の が 普 通 だ が 、

こ の作 品 は二 部 か らな って お り、 さ らに そ の 比 較 的 短 い 内容 が 、 前 半 と後 半 で舞 台 を 異 に して

い る。 っ ま り前 半 の バ ー ス(Bath)を 舞 台 とす る 部 分 で は主 に'SentimentalNovels'の パ ロ

デ ィと して 物 語 が 進 行 し、後 半 の 修 道 院(Abbey)を 舞 台 とす る部 分 で 、 ゴ シ ック の パ ロデ ィ

が 進 行 す る。 この よ う に二 重 のパ ロデ ィの 中 心 で あ る主 人 公 は滑 稽 なだ け の存 在 だ け で 終 わ っ

て しま うの で は な いだ ろ うか 。

結 論 か ら言 う と、 この 作 品 は前 述 の よ う に 、パ ロデ ィ とい う枠 組 み に沿 って い る が 、 そ れ に

もか か わ らず 、 全 体 と して は主 人 公 の キ ャサ リ ンが 自 ら判 断 し、行 動 で き る 女性 に な る に 至 る

過 程 を 追 っ てい る。 一 部 ・二 部 を通 じて(一 貫 して)、 キ ャサ リ ンの 内面 の成 長 が 扱 われ て い

るか らで あ る。

17歳 の キ ャサ リン ・モ ー ラ ン ド(CatherineMorland)は バ ー ス の 町 で 世 間 へ の デ ヴ ュー を

果 た し、 テ ィル ニー 一 家(theTilneys)と ソー プ 兄妹(theThorpes)を 知 る。 初 め 彼 女 は イ

ザ ペ ラ(lsabellaTho叩e)を 「親 友 」(confidante)と 思 い 込 み 、 ジ ョン ・ソ ー プ(John

Tho叩e)の 虚 言 にだ ま さ れ るが 、ヘ ン リー ・テ ィル ニ ー(HenryTilney)の 助 言 で 次 第 に 自

分 で 考 え 、 判 断 し、 行 動 す る よ う に な る。 さ らに 、 ノー サ ン ガー ・アベ イ に移 って か らは 、 そ

こが か つ て 修 道 院 で あ った こ とか らゴ シ ック の空 想 を働 か せ て テ ィル ニ ー将 軍 に あ らぬ 疑 い を

か け る が 、 これ もヘ ン リー ・テ ィル ニ ー に諭 され て 、 そ の 迷 い か ら醒 め る。 こ の よ う な 経 験 を

通 して 、 キ ャサ リンは 精 神 的 に 自立 し、 ヘ ン リー と結 婚 して 名 実 と も に一 人 前 の女 性 と な る 。

以 上 の よ うに 、 ドン ・キ ホ ー テ の よ う な迷 夢 と失 敗 を繰 り返 す に もか か わ らず 、 キ ャサ リン

は 最 後 ま で ヘ ン リー(=読 者)の 好 感 を失 わ な い。 それ は 、 彼 女 の 持 ち前 の率 直 さ 、 彼 女 自身
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の健康な回復力(精 神的柔軟性)、 さらにヘンリー ・ティルニーが彼女に常に示す尊敬のおか

げである0以 上は既に別のところで検証 したことなのでそちらを参照 していただきたいB)。こ

こでは以上の認識をふまえた上で、議論を先に進めることにしよう。便宜上、物語の展開にし

たがって、バースの部分とアベイ(修 道院)の 部分に分け、それぞれの副次的人物と彼 らの

「悪」をとりあげ、彼 らがキャサリンにどのような 「悪」を行い、それがどのように処理され

ていくのかを見ながら、作品のモラルの質にっいて考えることにしたい。

II

リゾー ト都市バース

『ノーサンガー ・アベイ』はキャサ リン ・モーランドが、およそ小説の女主人公とは似ても

似っかぬ人物であることを、笑劇(Burlesque)風 に、あるいはパロディ風に語り始める第一

章か ら始まる。物語は快調なテンポで二章へ進み、舞台は早くもバースへと移される。このバー

スこそ、前半の主な舞台であり、17歳 の世間知 らずの少女(innocentyoungIady)キ ャサ リ

ンが、初めて世間に登場(debut)す る晴れ舞台なのである。彼女はこの地でさまざまな人に

出会い、経験を深めていく。キャサリンが世の中を知るきっかけはパースの町にあり、したが っ

てバースの性格を知ることが、ここに登場 してくる人物たちを知ることにもっながると思われ

るので、まずパースにっいて考えてみることにしたい。

バースは温泉保養都市、今で言うリゾー ト都市で、小説の前半部はそのファッショナブルな

町の性格を抜きにしては語れない。バースはローマ占領時代から温泉と して利用され、湯治客

で賑わっていたが、1?世 紀には国王や上流の人hも 長期滞在す る洗練 された社交の町に変身 し

ていた。湯治客の歓楽を健全で洗練 されたものに したのは、ボー ・ナ ッシュ(BeauNash)

と呼ばれた リチャー ド・ナ ッシュ(RichardNash)(1674-1761)の 功績だと言われる。彼が儀

典長(MasterofCeremoney)を 務めていた時代(1705-61)に バースはその最盛期を迎えた

と言われている16)。

だが、一時はロン ドンを凌 ぐといわれたこの町も、ナッシュの死後は徐々に衰え、引退 した

中産階級が保養や療養をする町に変わっていった。

さて、 『ノーサンガー ・アペイ』の舞台となる時代は、前述のように、.,.年 か ら1803年 に

かけての数年間(作 品の執筆開始か ら、作品としてほぼ完成したと思われる時期)で 、これは

Nashの 没後36年 から40年ばかりたったころと推定される。

この時期には、衰えたりとはいってもパースは、社交都市と しての華やかさをまだ十分にと

どめていた。これがP卯 ㎜'㎝ になると、同じバースでもナポ レオン戦争後の時代に設定され

ており、戦役で年金を受けた海軍軍人が大挙 して引き揚げ、この地で年金生活を送るようになっ

た様子を描いている。ほんの十年ばかりの違いだが、パースは大き く変貌 したのである。

だが、 『ノーサンガー ・アペイ』ではバースはまだ、老人や病人の都市ではなく、ダンディ

なティルニー大佐(『 戦争と平和』のアナ トーリー ・クラーギンといった人物)も 休暇を過 ご

しにやってくる、活気あるリゾー ト都市だ った。少なくとも、オーステ ィンはそのつもりで描

いたと思われる。だか らこそ、ここにはソープー家のような新興中産階級(イ ザベラの父親は

ロン ドンの弁護士である)の一家も来る し、裕福な田舎者アレン夫妻(theAIlens)も 、ソー

プ家より遙かに社会的地位の高いエレガン トな地主の一家ティルニー一家も、年頃の息子や娘

を伴って滞在 しているのである。 イザペラはバースをロン ドンやターンブリッヂ ・ウェルズ

(TurnbridgeWells)と 比較 しているが輝)、ターンブリッヂ ・ウェルズも、ケン ト州にある温
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泉町で、バースの儀典長ボー ・ナ ッシュが同 じく儀典長を兼任 したこともあるファッショナブ

ルな町である。

バ ー ス での 都 市 生 活

バ ー ス で の 生 活 は 主 人 公 の キ ャ サ リ ンの 目 を通 じて 描 か れ る 。 キ ャ サ リ ンは フ ラ ー トン

(Fullerton)と い う 小 さ な村 の 出 身 で あ る。 そ こで は毎 日が 単 調 で 、 「ア レ ン夫 人 を た ず ね

る以 外 に な ん の 楽 しみ も ない 」(andthereI(monlygoandcallonMrs.Al1㎝)(P.79)

と い う状 態 で あ っ た。 初 め て都 会 へ 出 て来 た キ ャサ リン に と って 、 バ ー ス は変 化 に富 んだ 毎 日

を送 れ る と こ ろだ った わ け で あ る。 バ ー ス に飽 き て 退 屈 す る こ と な ど な いだ ろ う と 彼女 は述 べ

て い る。 そ こで の彼 女 の 日課 は商 店 で の 買 い物 で あ り、 毎 朝 、鉱 泉 室(PumpRoom)を 訪 れ

て グ ラス ー 杯 の 鉱 泉 を飲 む こ とで あ り、 ク レセ ゾ ト広 場 で の 散 歩 で あ り、 夜 は 夜 で 芝 居 見 物 や

舞 踏 会 に 出か け る こ とで あ った 。

そ の 中 で も 「い ろい ろ な 人 を眺 め なが ら ・ … 行 った り来 た り一 時 間 ば か り気 取 って歩 く」

(wheretheyparadedupanddownforanhour,lookingateverybody)(P.25)こ とが 、

バ ー ス の 刺激 に 満 ちた 都 市 生 活 を 象 徴 す る も の で あ った。 大 勢 の 人 に 交 じる こ とか ら生 じる刺

激 、 しか も どの 人 と も固 定 した 関 係 を持 た な いで 暮 らす こと が で き る とい う気 楽 さ、 保 養 都 市

な らで は の 恩 典 を 、 こ う した 気 取 った そぞ ろ歩 き は与 え て くれ る の で あ る。

バ ー ス の 生活 は 、 ロ ン ドンほ ど には 変 化 に富 ん で は い な い と ヘ ン リー ・テ ィル ニ ー は 指 摘 す

る。 だ が 、 キ ャサ リンは 「こ こで は どの 通 り に行 って も い ろ い ろ な 人 た ち を 見 る こ とが で き ま

す 」(・…buthereIs㏄avarietyofpeopleineverystreet)(p.79)と 、 フ ラ ー トン に比

べ て バ ー ス の都 会 ぷ りを 強 調 して い る。

同様 に 、 ア レン夫 人 も

"B
athisacharmingplace,sir;therearesomanygoodshopshere.‐^Weare

sadlyoffinthecountry・ …Nowhereonecanstepoutofdoorsandgetathing

infive曲utes"(P.29,)

「バ ー ス は魅 力 的 な と ころ で す 。 こ こ に は た く さん 、 い いお 店 が あ ります 一 田 舎 で は 私

た ち哀 れ な生 活 です の ・ … それ が こ こだ と玄 関 さ え 出れ ば 、5分 で 品 物 を 手 に 入 れ る

ことが で き る ので す か ら」

と、バースの魅力を語 っている。バースは坂の多い小規模な都市であるから、女性でもたいて

いのところへ歩いていける。 しかも流行の商店が立ち並び、5分 も歩けば買い物ができるとい

うのであるか ら、流行に敏感な人間にとってこれ以上魅力的なところはないだろう。こうした

利便性は買い物だけでなく、劇場や社交場(賭 博も含 まれる)、キ ャサ リンがゴシック小説を

借 りたと思われるファッシ ョナブルな貸本店 など、娯楽 ・消費生活の一般に言えることでもあ

る。これもまた、都会生活の特質であろう。反面、パースでの初めての舞踏会(2章)で キャ

サ リンが味わ ったように、蔀会生活には、無名であるということ、孤独に陥るという危険性も

あるのだが……



奈 良 大 学 紀 要 第24号

バ ー スの 登 場 人 物 ・ア レン夫 人

こ の よ う な リゾ ー ト都 市 に集 ま る人 々 とい え ば 、 享 楽 的 な、 単 純 な人 物 が 全 面 に 出 て くる。

まず 、 ア レン夫 人 。 彼 女 は キ ャサ リ ンの シ ャペ ロ ン、 っ ま り付 き添 い の既 婚 夫 人 で あ るが 、 そ

こ はパ ロ デ ィ仕 立 て で 展 開す る 小説 で あ るか ら、 後 見 人 の キ ャサ リン に な ん ら適 切 な ア ドヴ ァ

イ ス を発 し得 な い頼 りな い人 物 と な って い る 。(実 は 、 この 頼 り な さが 、 キ ャサ リ ンの 自立 を

促 す こ と に な る)

彼 女 は 「っ き あ つて み て も(彼 女 と)結 婚 す る ほ ど好 き に な つ て くれ た 人 が い た のが 不 思 議

だ と 言 う 以 外 に何 の 感 情 も 呼 び さ ま さ な い 」(・ …whosesocietycanraisenoother

emotionthansurpriseattherebeinganymenintheworldwhocouldlikethemwell

enoughtomarrythe皿)(P.20)と い う人 物 で 、 唯 一 の 関 心 は 服 飾 にあ る。 オ ー ス テ ィン は こ

の よ う なっ ま らな い人 物 の 口を 通 して 、 時 に 思 わ ぬ 真 実 を 伝 え る も のだ が 、 こ の小 説 で も 、 モ

ス リン の品 定 め が で き る と い う こと か ら、 初 対 面 の 青 年 の 人 物 を 正 し く評 価 す る と い う離 れ 業

を見 せ て くれ る。 ロウ アー ・ル ー ム ズ(LowerRoom8)で の 舞踏 会 で 、 ヘ ン リー ・テ ィル ニ ー

は ア レン夫 人 の服 を見 て 、 そ の モ ス リン地 の 値 踏 み を した 。 す る とた ち ま ち 、夫 人 は彼 に関 心

を抱 き始 め る。 そ して彼 が モ ス リンに 目が 利 くの は い っ も妹 の ドレス選 び の 相 談 に の って い る

か らだ と い う こ とが わ か る と 、 彼 女 は 即 座 に 、 彼 が 信 頼 で き る人 物 で あ る こと を 見 抜 くの で あ

る。

"Mencommonlytakesolittlenoticeofthosethings・ ・・…Youmustbeagreat

comforttoyoursister,sir."(p.28)

「男 の 方 は た い て い 、 こ う い っ た こ と に は 関 心 を 持 た な い も の で す が ・ … 妹 さ ん に と っ

て さ ぞ 頼 り に な る こ と で し ょ う 」

その通 り、ヘンリー ・ティルニーは、常に女性に同情的であり、傍若無人に振 る舞うことが

男らしさの表明であると勘違いしているジ ョン ・ソープとは、その点で対照的な人物なのであ

る。ノーサンガーの家でも彼だけが妹の理解者(父 親のティルニー将軍は絶対的な家長である)

であることは第二部で明らかにされ る。

アレン夫人はまた、エリナー ・ティルニー(EleanorTilney)の 普段の服装から、ティルニー一

家の格式を見てとることもできた。

"Gobyallmeans
,mydear:onlyputonawhitegown;MissTilneyalways

wearswhite."{p.91.)

「是 非 行 っ て ら っ し ゃ い な 。 で も 、 白 い ド レス を 着 て い ら っ し ゃ い ね 。 ミ ス ・テ ィ ル ニ ー

は い っ も 白 い お 召 しも の で す か ら 」

いっ も 白 い お 召 しも の を 着 て い られ るの は 、 家 が 裕 福 で あ る こ と を 指 し示 す だ け で な く、 ミ

ス ・テ ィ ル ニ ー の 「高 潔 な 心 」(eleganceofmind)を も 示 し て い る と ウ ォ ー ナ ー一

(S.T.Warner)は この部 分 を 引 用 して 指 摘 してい るis)。

バ ー ス で 出 会 う悪 党 た ち

バ ー スで キ ャサ リ ンは3人 の軽 薄 な 「悪 人 」 に 出会 う。 ジ ョン ・ソ ー プ、 そ の 妹 の イザ ペ ラ ・

ソ ー プ 、 そ れ に テ ィル ニ ー大 佐(CaptainTilney)で あ る。 彼 ら は リ ゾ ー ト都 市 バ ー ス が ひ



中尾:『 ノーサ ンガ ・一 ・ア ベ イ』 の 「悪 人 」 た ち 55

きっける典型的な若者である。

バースには歓楽 目当ての新興中産階級の子弟 もやってくる。キャサ リンの兄ジェイムズ

(JamesMoriand)の オ ックスフォー ドでの学友ジ ョン・ソープはそうしたひとりである。

陽気で、軽薄な学生である彼は、文学 などには関心がなく、馬とギッグ(gig)と いう馬車に

夢中である。ギ ッグは男性のための軽快な乗用馬車で、シェイズ(chaise)や コーチ(coach)

のような家族用の箱型馬車とは異なっている。このあた りはスポーツ ・カーにうっっを抜かす

現代の若者の生態と変わ りがない。彼のようなタイプこそ リゾー ト都市にふ さわ しい人物だろ

う。彼は陽気で金離れがよく、無思慮で虚栄心が強く、っまり、バースのような町にとっては

理想的な消費者だか らである。

以上のような彼の性格にキャサリンは多いに悩まされることになる。そして、それがこの小

説の前半部分のプロッ トの主要な部分を形成する。例えば、彼にはなんでも誇大に表現する癖

があって、走った距離をことさらに長 く言ったり、本当はおとなしい馬なのに暴れ る危険性が

あるといってキ ャサ リンを脅えさせる。 このような行動は自分を誇大に見せたい気持 ちがそう

させるのだと解される。また、彼はキャサリンにダンスを申し込んでおきなが ら、平気でほっ

た らか しておいた り、ティルニー兄妹と先約のあるキャサ リンを強引に ドライヴに誘うという

傍若無人で強引な振る舞いを見せる。(こ の横暴さが、センチメンタル ・ノヴェルズでか弱い

女主人公たちを苦 しめる不良貴族の乱暴のパ ロディとなる)こ の乱暴な振る舞いも、彼の虚勢

であることは明らかだ。

ジョン ・ソープがこの小説で 「悪党」(villain)役 をっとめているのは確かだが、実は、そ

れほど危険な男性ではない。彼がむ しろ、おめでたい単純 な人物であることは、次のような彼

の言葉づかいから明白である。まず、彼は盛んに悪態をっき(こ れは虚勢をはっていることを

示す)、語彙が貧困である。褒めるときには、必ず 「豪勢な」(famous)と いう形容詞をっける。

また、 「おか しな(形 容詞)」(quiz)、 「おか しなやっ(名 詞)」(quizzer)、 「か らかう(動

詞)」(qua)と いう流行語を盛んに用いる。このquiz(quizzer)は 、18世 紀以降、口語俗語と

して盛んに用いられ るようになった新語で、オ ックフォー ド英語辞典(TheOxfordEnglish

I?ictionary)で は初出が1782年(名 詞の場合)と なっている。S・ ジョンソン(SamuelJohnson)

の 「英語辞典」(ADart:ovaryo}'EnglashLanguage)(1755)に は収録もされていないという新

しい流行語なのである。こうした流行語を好んで使うところにも、彼の軽薄な学生気質が現れ

ているといえるだろう。キャサリンもティルニー兄妹も 「quiz」なる語は使わ ないのである。

イザベラ

ジ ョンの妹のイザベラも、キャサ リンを裏切る役 どころである。彼女はキャサ リンより4歳

年上の21歳で、表面上はキャサ リンの 「忠実な年上の親友」として振 る舞う。だが、彼女は小

説ならばゴシック小説 しか読まず、サミュエル ・リチ ャー ドソン(SamuelRichardson)な ど

読んだこともない軽薄な娘で、キャサリンにとってよい手本となるとはとても言えない。彼女

のバース滞在の目的は男性、それもハンサムで裕福な結婚相手を獲得することである。結局、

イザベラはキャサリ'ンの兄ジェイムと婚約するために、キャサ リンを利用するのだが、モーラ

ンド家がそれほどの金持ちでないことがわかると、ハ ンサムで金持ちのティルニー大佐に乗 り

換えてしまうのである。

こうしたイザベラの性格を見抜けないのは、キャサ リンの未熟さを示すものである。イザベ

ラも、兄同様、言葉遣いが稚拙で、それが彼女の人格を判断するよい指標である。彼女の特徴

は(1)「 まあ、本当!嘘 でしよう!ち ょっと私に見せて。なんてすてきな方なの!こ ん
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な きれ い な人 見 た こ と も な いわ!」(Oh!heavenslYoudon'tsayso!Letmelookat

herthis!・1!'.Whatadelightfulgirl!Ineversawanyf:halfsobeautifu1!)(p.57)

に 示 され る よ う な、 わ ざ と ら しい大 仰 な感 情 表 現 を 好 む

(2)「 驚 くわ ね 」(beamazed)或 い は 「驚 くほ ど」(amazingly)と い う表 現 を 頻 繁 に使

う

(3)最 高級 の 形 容 詞 を多 用 す る癖 が あ る(MydearestCatherine,theprettiesthatyou

canimagineな ど)

(4)謎 め か した ほ の め か しを好 む

(5)男 性 蔑 視 、 女 同士 の友 情 に厚 い と い う ポ ー ズ を と る

等 で 、 これ を総 合 す る と 少女 期 特 有 の表 現 ス タ イ ル を 持 って い る と言 え る だ ろ う。

だ が 、 彼 女 の 年 齢 が21歳 で あ る こと を考 え ると 、 これ は 子 供 っぽ す ぎ る と 言 え る の で は な い

だ ろ うか 。 また 、 彼 女 は 言葉 の 上 で は 「忠 実 な 女 友 達 」 と受 け 取 れ る こと を 言 うが 、行 動 そ の

もの は打 算 的 で あ る。 しか も今 言 った こ とを 、 次 の 瞬 間 に は 否 定 す る よ う な行 動 を と る とい う

具 合 で あ るか ら、彼 女 の 言行 不 一致 は お 人 よ しの キ ャサ リンで さ えす ぐに気 が っ く程 度 の もの

で あ る。 彼 女 と エ リナ ー ・テ ィル ニ ー(22歳)を 比 べ る と、 エ リナ ー の 方 が 言葉 づ か い 、 頭 の

良 さ、 マ ナ ー の エ レガ ン トさ と い う 点 に お い て 、 は るか に 優 れ て い る。 さ らに 、 オ ー ス テ ィ ン

の 他 の 作 品 に 出 て く る 打 算 的 で 不 誠 実 な 女 性 、 例 え ば 、 メ ア リ ・ク ロ フ ォ ー ド(Mary

Craw#'ord)と 比 べ て も 、 イ ザ ベ ラ は頭 の よ さ、 性 格 の 複 雑 さ 、 物 腰 の エ レガ ン トさ にお い て

遥 か に見 劣 りが す る の で あ る 。

従 って、 イザ ペ ラ は リゾ ー ト都 市 に ふ さ わ しい軽 薄 で 打 算 的 な女 性 だ と言 え るだ ろ う。 同 様

の こ とは ジ ョン ・ソー プを 、 ヘ ン リー ・ク ロ フ ォー ド(Hen町Crawford)や フ ラ ンク ・チ ャー

チ ル(FrankChurchill)と 比 べ て も言 え る こ と で あ る 。

m

ティルニー大佐が登場する意味

ジョンとイザベラはともに主人公を裏切る敵役でありなが ら、悪人としては小粒である。こ

のことと、彼 らの階層(父 親はロンドンの弁護士)が キャサリン(父 親は牧師)や エリナー

(16世紀まで逆上ることのできる旧家)の それよ り一段低 く見なされていることは、関係があ

るのだろうか。

バースに登場する三人 目の悪人としてテ ィルニー大佐を考えてみよう。彼はテ ィルニー家の

跡継ぎで、キャサ リンも見とれ るほどハ ンサムな青年である。 「流行 の服装 を した」(a

veryfashionable-lookingyoungman)(P.131)テ ィルニー大佐はこの三人の中では誰 より

も社会的階層が高いが、誰よりも徳義心が薄い。彼はイザペラがジェイムズ ・モーランドと婚

約中であることを知りながら、なおかっ彼女に近づいてくるのである。

彼には初めからイザペラと結婚するつもり数どない。イザペラのような女性を騙すことに彼

は何 ら良心の餐めを感 じないのである。アナ トー リーやエ レンのような17)放蕩貴族に似た、

「非道徳的」(amoral)な 態度さえ感 じられる。 しかも、ヘンリーもエリナーもこう した兄

の所業を容認は しないまでも、黙認 しているのは どういうわけだろうか。作者もおなじ考えな

のだろうか?上 流紳士(貴 族)で あれば、不倫(flirtation)も 許されるというのであろう

か。もっとも、彼はほんの少 ししか登場 しないし、キャサリンが彼の態度を好ましく思ってい

ないことも確かである187。この問題にっいては、同じタイプのより重要な人物、ティルニー将
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軍のところで追及 してみるとしよう。

ヘ ン リー とエ リナ ーの 助 言

こ こで 、 こ う した 見 え透 いた 虚 言 を 言葉 どお り に信 用 す る キ ャ サ リ ンの信 じや す さ に 目を 移

して見 よ う。 キ ャサ リ ンは 田舎 の 出で あ り、 未 経 験 で も あ る こ とか ら、彼 らの 言葉 を字 義 どお

り に受 け 取 って 、何 事 も善 意 に解 釈 しよ う とす る 。 だ が 、 イザ ベ ラ も ジ ョンも 言葉 と は 裏腹 の

行 動 を と る こ とが 重 な る ので 、 さす が の キ ャサ リ ン も不 審 を抱 き始 め る。 そ う した キ ャサ リ ン

に正 しい指 針 を与 え 、 混 乱 か ら抜 け 出す 手 伝 い をす るの が 、 テ ィル ニ ー兄 妹 の存 在 で あ る 。

ヘ ン リ0・ テ ィル ニ ー は茶 目 っ気(playfulness)た っぷ りに イ ザ ベ ラ が キ ャ サ リ ン に与 え

る影 響 の 好 ま し くな い こ と を指 摘 してみ せ る。14章 の ク リ フ トンへ の ピク ニ ックで 、 キ ャサ リ

ンが 「で も以 前 は 、 若 い男 の方kは 小 説 な ど呆 れ るほ ど軽 蔑 して い る のだ と 思 って い ま した」

(ButIreallythoughtbefore,youngmendespisednovelsamazingly.)(P.107)と 言 う

の を、 彼 は 聞 き とが め る 。 「呆 れ る ほ ど」(amazingly)と い う の は イ ザベ ラ が よ く用 い る 大

袈 裟 な感 情 表 現 で あ る。 彼 はか らか う よ う な 口調 で 「そ り ゃあ 呆 れ ます ね 。 そ れ が 本 当 な ら、

そ れ は呆 れ る と い う気 持 ち を よ く表 して い ま す 」(ltisamazi血gly;itmaywellsuggest

amazementiftheydo.)(p.107)と 言 う。 キ ャサ リ ンの浅 薄 な 言 葉遣 い を諌 め る 場 面 で あ る。

続 い て 、 キ ャサ リンが 「で も、 本 当 に 『ユ ー ドル フ ォ』 は この世 で 一 番 素 敵 な本 だ と思 い ませ

ん か?」 と言 う と、 「一 番 素 敵 で す と一 一あ な た は 多 分 き ち ん と した と お っ しゃ るっ も り な の

で し ょ うね 。 そ れ な ら製 本 の 如 何 に よ り ます よ」(`Thenicest;-bywhichIsuppose

youmeantheneatest.Thatmustdependuponthebinding")(p.107)と 言 う。 これ も

イ ザ ベ ラの 影 響 でrnioe」 と い う言 葉 を 新 しい 意 味 に用 い る キ ャサ リ ンを か らか い(tease)、

批判 して い る の で あ る!B)。,

この よ うに ソー プ 兄 妹 の 大 袈 裟 な感 情 表 現 や 流 行 語 を 批判 す る一 方 で 、 彼 らは キ ャサ リン の

飾 らな い 言 葉 を 高 く評 価 す る。

"Id
onotunderstandyou.

°`The
nweareoaveryunequalterms,forIunderstandyouperfectlywell.

"Me?
yes;Icannotspeakwellenoughtobeunintelligible."

"Bravotanexcellentsatireonmodemlanguage
."(p.133)

「私 に は あ なた の お っ しゃ る こ とが わ か りませ んわ 」

「そ れ で は 僕 た ち は 随 分 不 公 平 な立 場 に あ るわ けで す ね 。 だ って 僕 は あ なた を 完 壁 に理 解

して い るの で す か ら」

「私 を?一 え え 、私 に は わ け のわ か ら ない よ う な上 手 な話 方 な どで き や しませ ん わ 」

「ブ ラ ヴ ォ!一 現 代 の 言語 に対 す る見事 な風 刺 で す よ」

率直さは時に、大きな力を発揮する。キ ャサ リンには単純な真実、言いにくい事実をずば り

と指摘する能力がある。こうした能力をヘンリーは高く評価するのである。エリナーもまたキャ

サ リンに劣らぬシンプルな物言いで、キャサ リンを(そ して読者を)驚 かす。 ミス ・ヒューズ

という女性を美人だと思うかというキャサ リンの問いにたいし、流行の服装を した、態度 ・物

腰のエ レガン トなミス ・ティルニー(エ リナー)は 次のように答えるのである。

"N
otve町."(P.?3)
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「別 に」

イ ザペ ラ な ら、 ミス ・ヒ ュー ズ が それ ほ ど美 人 で な くて も、 「可 愛 い 人 ね 、 この世 で 最 高 に

可 愛 い 人 の 一 人 だ わ 」(… ・asweetgirl,oneofthesweetestcreatureintheworld)

(p.40)と 答 え る こ とだ ろ う。 エ リナ ー は ロ数 こそ 少 な い が 、 キ ャ サ リ ンが ヘ ン リー に心 ひ か

れ て い る こ と も素 早 く察 して しま う(10章)。 これ もイ ザ ベ ラ とは 対 照 的 で あ る。

だ が 、 そ の ヘ ン リー も 、 キ ャサ リンの 問 い に答 え な い こ とが あ った 。 そ れ は 父 テ ィル ニ ー 蒋

軍 と兄 の テ ィル ニ ー大 佐 の行 動 に関 して キ ャサ リンか ら問わ れ る と きで あ る。 た とえ ば 、何 故 、

テ ィル ニー 大 佐 は 、 イ ザ ペ ラ が 兄 の ジ ェイ ム ズ の 婚 約 者 で あ る こ と を知 って い なが ら、 イ ザ ベ

ラ に近 づ くのか 、 と キ ャサ リ ンが 問 う た と きで あ る。

"But
whatcanyourbrothermean?ifheknowsherengagement,whatcanhe

meanbyhisbehaviour?"

"Youareaclosequestioner
."{p.151}

「で も あ なた の お 兄様 は い った い ど うい うっ も りな ので す か?も し彼 女 が婚 約 してい る

の を知 っで い る の な ら、 あ の行 動 は ど うい うっ も りなの で し ょう?」

「あ なた は きわ どい こ と を お た ず ね に な るの で す ね 」

ヘ ン リー は キ ャサ リンの 質 問 を 「き わ どい こ と を お た ず ね に な るの で す ね 」(Youarea

closequestioner)と は ぐ らか して しま った 。 こ こで テ ィル ニ ー 将 軍 に話 を戻 す こと に しよ う。

エ レガ ン トな悪 人

キ ャ サ リ ンが バ ー ス で 出 会 った テ ィル ニ ー 将 軍(GeneralTilney)は 「威 圧 的 な態 度 の 、 非

常 にハ ンサ ム な 」(averyhandsomeman,ofacommandingaspect)(P.80)完 壁 な 紳 士

だ った 。 彼 は非 の打 ち所 の な い マ ナ ー で 、 しか もキ ャサ リ ンに は 最 高 の敬 意 を払 う。(実 は 彼

に は下 心 が あ った の で あ る)

『ノ ーサ ンガ ー ・ア ベ イ』 の 一 番 の 「悪 人 」 は、 や は り、 第 二 部 で キ ャサ リ ンを 自邸 ノー サ

ン ガ ー ・アペ イ に招 待 し、 散 々厚 遇 して お き なが ら、 あ る夜 突 如 と して 彼 女 を 家 か ら追 い 出す

テ ィル ニ ー将 軍 だ ろ う。 ジ ョンと イ ザ ペ ラ の 嘘 は キ ャサ リ ンも次 第 に そ れ と気 づ くが 、 テ ィル

ニ ー将 軍 の嘘 だ け は最 後 ま で 見抜 く こと が で き なか った 。 そ れ だ け彼 の 「悪 人 」 ぷ りは 複 雑 で

あ る と い う ことで あ る 。

テ ィル ニ ー 将 軍 の態 度 で 特 徴 的 なの は 、 彼 が 親 切 な(gallant)紳 士 で 、愛 想 が よ く、 丁 寧

で 、気 遣 い に あふ れ 、 む しろ へ り くだ りす ぎて い る と言 え る ほ どで あ る こ とだ 。 だ が 、 将 軍 の

美 辞 麗 句 は キ ャサ リ ンに と って快 い も の で は なか った 。

・…shewasfarfrombeingatease;norchouldtheincessantattentionsofthe

Generalhimselfentirelyreassureher.Nay,perverseasitseemed,shedoubted

whethershemightnothavefeltless,hadshebeenlessattendedto.Hisanxiety

forhercomfort-hiscontinualsolicitationsthatshewouldeat… …madeIt

impossibleforhertoforgetforamomentthatshewasavisitor.{p.154)
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・… いや、っむじ曲がりと思われるかもしれないが、こんなに世話をやかれなければ、

もう少し気楽に感 じたのではないかとさえ彼女は思った。将軍が彼女を気遣い一 絶えず

食べなさいと薦めるので ・… 彼女は自分が客であることを一瞬たりとも忘れ ることが

できなかった。

キャサリンは始め、将軍のエレガン トさにだまされて、 くつろげないのは自分に非があるの

ではないかと思う。

ソープ兄妹にはまねのできない巧みな美辞麗句、完壁なマナーは将軍がソープ家よりは遥か

に上流の暮らしをしているからである。彼がパースに来たのは保養のたあもあるが、カー トニー

将軍(GeneralCourteney)、 ロング トン侯爵(MarquisofLongtown)と い った友人たち

と会うっもりもあった。将軍は貴族と交友があるのである。

ノー サ ンガ ー ・ア ベ イ

テ ィル ニ ー 将 軍 の 性 格 を 現 して い る と思 わ れ る の は 、彼 の 自邸 「ノー サ ン ガー ・ア ベ イ」 で

あ る。 バ ー スが そ こに集 ま る 人hの 性 格 をあ る 程 度 規 定 した よ う に 、 「ノ ーサ ン ガー ・アベ イ 」

は そ こに 住 む 人h(テ ィル ニ ー 一 家)の 性 格 を規 定 す る の で あ る。

ノ ー サ ンガ ー ・ア ベ イ は 「宗 教 改 革 の 時 代 には 豊 か な修 道 院 だ った が 、 解 散 した と き にテ ィ

ル ニ ー 家 の 先 祖 の も の と な った 」ao)(arichly-endowedconventatthetimeofthe
し

Reformation,ofitshavingfallenintotheTilneysonitsdissolution)(p.142)と い う 由

緒 あ る 田 舎 屋敷(countryseat)で あ る。 修 道 院(ア ベ イ)と い う そ の名 前 か ら、 イ ザ ベ ラ の

影響 で ゴシ ック小 説 に耽 溺 して い た キ ャサ リンは 、馬 鹿 げ た想 像 を頭 に一杯 詰 め 込 ん で 、 「ノー

サ ンガ ー ・ア ベ イ」 に 出掛 け て い った 。 これ が 第 二 部 の 、 ゴシ ック のパ ロデ ィ の枠 組 み と な っ

て い る 。

ノ ー サ ンガ ー ・ア ベ イで の生 活 は 、 パ ー ス の都 市 生 活 に 比 べ る と、 土 地(estate)と 結 び っ

い た 田舎 地 主(countrygentleman)の 生 活 で あ る と い う こ と 、 か っ て の荘 園領 主 の 生 活 が そ

う で あ った よ う に 、強 力 な家 長(patriarch)の も と に ひ と つ の 家 族(family)を 構 成 して い

る と い う点 に特 徴 が あ る 。

テ ィル ニ ー将 軍 は キ ャサ リ ンを 喜 ば す た め に 、 自慢 の屋 敷 を案 内 して ま わ る。 そ れ は 、 時 代

を経 た 建 物 、 モ ダ ー ンな 内装 で飾 り付 け た 豪 華 な部 屋 部 屋 、 そ の邸 宅 を取 り囲 む広 い 広 い 庭 で

あ る 。 庭 に は 芝 生 と ゴ シ ッ ク の 装 飾 が 残 る 中 庭 が あ り 、 古 い 木 立 や 良 く 茂 っ た 造 林 地

(plantation)が 見 え 、切 り立 った 丘 の 向 こ うに は パ ー一ク(park)が 広 が って い る。 キ ャサ リ

ンは屋 敷 の ど こへ 行 って も便 利 な設 備 が施 され 、 召使 が忙 しげ に立 ち働 い て い るの に 気 づ い た 。

ノー サ ンガー ・ア ベ イ は上 層 中産 階 級 の豊 か な土 地 で あ る と い うだ け で は なか った 。 テ ィル ニー

将 軍 の手 に よ っ て 、そ れ は機 械 の よ う に 組織 され 、 生 産 的 な生 活 を行 って い る共 同 体 で あ った

ので あ る。

ティルニー将軍の趣味

ノーサンガーの生産的な生活を端的に示すのが、菜園の温室だろう。将軍が案内を した中で、

彼が最も自慢 し、また、キャサリンが最も感心したのは菜園だ った。

ThenumberofacrescontainedinthisgardenwassuchasCatherinecouldnot

listentowithoutdismay,beingmorethandoubletheextentofallMr.Allen's,
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aswellasherfather's,includingchurch-yardandorchard.Thewallsseemed

countlessinnumber,endlessinlength;avillageofhot-housesseemedtoarise

amongthem,andawholeparishtobeatworkwithintheinclosure・ …(p.178)

この 庭(菜 園)の 広 い こ と に は 、 キ ャサ リ ンも 聞 い て あ き れ て しま った 。 ア レ ン氏 の 庭 の

広 さの 倍 以 上 も あ り、 父 の 庭 に比 べ て も倍 以 上 あ った 。 そ れ も教 会 の 中 庭 と果 樹 園 を含 め

た うえ で の 話 だ 。 壁 の 多 い こ と は数 知 れ ず 、 そ の長 い こ と は 、 果 てが なか った 。 温 室 が 村

を な して そ の 真 ん 中 に建 って い る よ う に 見 え 、 園 内 に は教 区 民 が 全 員 出て 働 い て い る よ う

に見 え た ・ …

将軍は 「この庭に匹敵するような庭は、この国の どこにもないだろうと思 っている」と言い、

さらにこう続ける。

・…Ifhehadahobby-horse,itwasthat .Helovedagarden.Thoughcareless

enoughinmostmatters.ofeating,helovedgoodfruit-orifhedidnot,his

friendsandchildrendid.Thereweregreatvexationshoweverattendingsucha

gardenashis.Theutmostcarecouldnotalwayssecurethemostvaluable

f皿its.Thepineryhadyieldedonlyonehundredinthelastyear・ ●●●(P,178)

・ … も し、私 に趣 味 が あ る と す れ ば 、 これ が そ うで し ょう な。 私 は庭 を愛 しと る の で

す よ。 食 べ る こ とに は 、余 り関 心 も な いが 、 お い しい 果 物 だ け は 大好 き で して な一 い や 、

た とえ 、 自分 は好 き で な くと も 、 友 人 や 子供 達 が 好 ん で お り ます か らな。 だが 、 これ だ け

の 庭 と な る と 、世 話 も大 変 です じ ゃ。 最 善 の 管 理 を 以 て して も、 立 派 な果 実 が 得 られ る と

は 限 りませ ん。 う ち のパ イ ナ ップ ル 園 は 、 去 年 な ど、 た った 百 個 しか 実 が成 りませ ん で し

た ・ ・ 。

有 能 な 土地 経 営 者 、 ワ ンマ ンな父 親 テ ィル ニ ー 将 軍 の趣 味(hobby-ho!田)は 菜 園づ く りで

あ る と 言 う。 「食 べ る こ と に は あ ま り関 心 が ない が 」 と彼 は 言 う。 だ が 、 それ は 彼 一 流 の優 雅

な表 現 にす ぎ な い 。 将 軍 は キ ャサ リ ンを ウ ッ ドス トン(Wood8ton)に 案 内 す る計 画 を立 て 、

ヘ ン リー に 「特 別 な こ とは 何 も しない で よ ろ しい。 う ち に あ る もの で 十 分 な の だ か ら」'(You

maynottoputyourselfatalloutofyourway.Whateveryoumayhappento

haveinthehousewillbeenough.)(p.210)と 念 を 押 す 。 彼 の 言 葉 をそ の通 りに 受 け 取 った

キ ャサ リン は 、 ヘ ン リーが 予定 を 早 め て ウ ッ ドス トンへ 帰 る と言 った と き 、驚 き を 隠 す こ とが

で き なか った 。 ヘ ン リー は豪 華 な 正 餐 を 用 意 す るた め に 予 定 を早 め て帰 る と い う の であ る。

"Ohinotseriousl
y!"

"Aye
,sadlytoo‐forIhadmuchratherstay."

"Buthowcanyouthinkofsuchathing
,afterwhattheGeneralsaid?whenhe

soparticularlydecidedyounottogiveyourselfanytrouble,becauseanything

woulddo."

Henryonlys皿iled.(P.211)

「ま さ か 本 気 で は!」

「え え 、 残 念 な が ら ・一 一だ っ て 僕 は 残 っ て い た い の で す か ら ね 」

「で も ど う し て そ ん な こ と を 考 え る の で す か?将 軍 は あ あ お っ し ゃ っ た じ ゃ あ り ま せ ん
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か。余計な心配はするな、どんなものでもかまわないのだか ら、とはっきりとおっしゃい

ましたのに」

ヘンリーはただ微笑 しただけだ った。

教訓好きのヘンリー ・ティルニーにも説明のしようのない人生の真実がある。将軍の優雅な、

耳触りのいい言葉は決 して彼の本音を語 っているわけではないことを、彼は知 っているのだ。

将軍の美食家ぶりを知 っているヘンリーとしては 「微笑するしかなか った」のである。

現実のモン トー=

キャサリンはティルニー将軍のエ レガン トで紳士的な顔の裏に、利己的な俗物心のあること

になかなか気づかなかったが、彼が暴君であることにはす ぐに気がっいた。というのも彼の屋

敷での生活がキャサ リンにとって、バースほど快適ではなかったからである。その原因がテ ィ

ル;一 将軍にあることは彼女にも感 じられた。彼は態度こそ慰勲だが、家族の気持ちを思いや

ることが少なく、せ っかちで、すべて自分の思いどお りに運ばないと機嫌が悪いのだった。そ

のた め、本来 な らば、主婦役を勤め るはず のエ リナーは名 目だけの主婦(anominal

mistress)(p.225)に すぎない。そうした将軍へのキャサ リンのひそかな反発が、次第に欝屈

して、彼を妻殺 しの暴君モン トー二に置き換えることを可能にしたのである。実際の人殺 しと

は違うが、精神的な意味での暴君(tyrant)と いう点で、将軍はモン トー二と同 じ存在だった

のである。こう考えると、ゴシックのパ ロディは決 してうわ っっ らをなぞるだけのものではな

く、ティルニー将軍という人物の本質をっ くものであったとも言えるのである。

では、彼が実際には どんな悪人だったのか、どんな悪業を行 ったのかという問題である。彼

は 「妻を幽閉」するようなことはしなかったが、始めにキャサ リンに最大級の愛想をふりまき、

その後で突然、礼儀知 らずの乱暴者の本性を現 して彼女を屋敷から追い出すように出して しまっ

た。何故、そんなことを したのだろうか。その理由は簡単である。彼はキャサ リンの財産を狙っ

ていたのだ。

テ ィルニー将軍はキャサ リンを資産家アレン氏の相続人と思い込み、次男ヘ ンリーの結婚相

手に好都合とばか りに、キ ャサ リンをノーサンガーの自邸に招待 した。ところが、それが思い

違いで、キャサ リンには財産などないことがわかると、それまでの愛想のよい、盤勲な態度を
一変させ、腹立ちまぎれに彼女を屋敷か ら追い出そうとしたのである。

要するに、礼儀正 しいエ レガン トな紳士ティルニー将軍は、ジョン ・ソープやイザベラと同

種類の、打算的なっまらない人間にすぎなかったわけである。しかも、将軍の誤解の原因はジ ョ

ンの誇張癖である。

ジ ョンは妹のイザベラがキャサ リンの兄ジェイムズ ・モーラン ドと結婚することを喜んで、

キャサ リンの財産を大幅に 「誇張 して」将軍に吹聴 した。彼自身、キャサ リンとの結婚を計画

していたから、これは背伸びを したい彼にとって是非必要なことでもあったのである。という

のも、新興中産階級のソープ家にとって、教区牧師であるモーラン ド家との縁組は、社会の梯

程を一段上がることになるからだ。イザベラには財産といえるものは何 もなかった。(玉 の輿

をねらうイザベラは、モーラン ド氏が息子に年に400ポ ン ドの価値のある寺禄 しか譲 ρてくれ

ず、さらに将来、同額の財産の相続を約束するのが精一杯ということを知 ると、ジェイムズ ・

モーラン ドとの婚約をっまらないものに思い始める)

一方、ティルニー家はアレン氏よりもさらに資産家だが、ヘンリーはその次男であるか ら、

キャサリンが資産家のアレン氏の相続人であれば嫁としてうってっけである。将軍はジョン・
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ソープからア レン氏とキャサ リンの財産を 「誇大に誇張 して」聞かされ、キャサ リンを自宅に

招く気になったのである。ところが、将軍がロン ドンで二度 目にジ ョンに会った時には、イザ

ベラとジェイムズの婚約は破棄され、ジョンもキ ャサ リンにもふられた後だった。それでジョ

ンは今度は 「誇大に割 り引いて」キャサ リンの実家の経済状態を 「暴露」 したわけである。実

際にはキャサ リンには3000ポ ン ド(年 収ではない)の 持参金があるのだが、将軍は無一文と誤

解して、腹立ち紛れに彼女を追い出すことにしたのである。

結論と教訓

以上のように見てみると、この作品に登場する副次的人物は、バースの部分に登場するもの

はやや俗で、アベイの部分に登場する者はマナーがエ レガン トであるという違いはあるものの、

本質的には同 じ種類の 「悪」をかかえていることになる。彼らはまず、(1)己 れの言葉に誠

実ではない。そ して(2)打 算的である。これ らは犯罪ではないが、重大な性格上の欠陥であ

ることには間違いがない。彼 らの飾った言葉は、彼 らの不誠実な人格をおおい隠しており、キャ

サ リン、エ リナー、ヘンリーの率直なものいいと対照的である。

こうした不誠実さを、作者はどの程度、 「悪」であると考えているのだろうか。ジョンとイ

ザベラにっいては、オースティンの考えははっきりしている。彼 らは永久にキ ャサ リンの尊敬

を失い、キャサ リンの世界か ら追放されるのである。だが、テ ィルニー将軍は?

ティルニー将軍は罰せ られない。ティルニー大佐の場合 も同 じである。だが、ティルニー将

軍の場合は、父親の罪を、息子のヘンリーが償う形で決まりがっけられる。っまり、ティルニー

将軍がキャサ リンに非礼を働いたと知 ったとき、ヘンリーは早速、父親に抗議 し、けんかをし

て、そのままフラー トンのキャサリンの元へ急行 して詫びを言うのである。ヘ ンリーはその詫

びを徹底的なやり方で行う。っまり、家長である父の意志に背いて、 「一文無 し」のキャサ リ

ンに求婚をするのである。

ヘンリー ・ティルニーのこの思い切 った行動は、ティルニー将軍の非を認め、その償いをさ

せずにはおかない作者の意図を、間接的にではあるが、表 したものと考え られる。バースの部

分でヘンリー ・ティルニーは、理屈屋で如才のない、茶めっけたっぷ りの青年として、作者の

パロデ ィの代弁者であった。素早い、断固たる行動で毅然としたモラル ・バ ックボー ンの持ち

主であることを示 した彼は、作者のモラルの代弁者でもあったのだ。

結局、ティルニー将軍も最後には折れて、二人の結婚を認め、物語は 「この作品の意図とし

ては、親の横暴を薦めるべきか、子の忠義に報いるべきか」(… ・whetherthetendency

ofthisworkbealtogethertorecommendparentaltyranny,orrewardfilialdisobedience)

(p.252)と 、軽快に締めくくられる。エリナーが貴族(子 爵)と 結婚 したので、さ しもの将

軍もヘンリーの結婚を認める気になったというのは、いささか都合のいい解決策だと言わねば

なるまい。 しか し、ヘンリー ・ティルニーという人物を通 して、作者のモラルがはっきり示さ

れたということは言えるであろう。
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